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高橋 純

堀田先生
開会・趣旨説明



寺島課長

ガイドラインの改定について

江間先生
基調講演：人工知能（AI）と私たちの社会



佐藤先生、楠本先生、
伊藤先生、須藤先生

パネル：情報活用能力とAI

生成AIパイロットの校の先生方
たくさんの有益な事例報告



どのようなポスター発表があったのか？

≈我が国の生成AI実践の現在地

Google NotebookLMでポスターを分析

児童生徒
手段としての生成AI活用



児童生徒
手段としての生成AI活用

（教科別）

児童生徒
生成AI活用へのリテラシー、情報モラル



教員
校務の効率化、教員研修

今後の課題



一番良い実践は何ですか？

見方・考え方？

生成AIによる実践の要約と羅列ではなく

意図をより明確にした分類は？



一つ一つ実践を見て
項目を作りながらカウント

活⽤例
⽣成AIがどのようなものか体験する

課題の設定 学習課題を尋ねる
情報の収集 （事実的な情報を収集する）
整理・分析 アンケートなどを表や時系列などに整理
まとめ（結論） 知りたいことを尋ねる、校正
発表・伝達 イラスト、スライド作成、校正
学習プロセスの検討 問題解決のプロセスを尋ねる

⽣成AIそのものの技術や科学的な学習
情報モラル等 ⽣成AIの特性や付き合い⽅
習得・反復等の学習 英語の発⾳などの繰り返し学習

翻訳、⾳声読み上げ
両者 学習履歴、振り返りの要約、形成的な評価

⽣成AIの体験や研修
イラスト作成、教材、プリント資料の作成

課題の設定 何が課題かを尋ねる
情報の収集 （事実的な情報を収集する）
整理・分析 アンケートなどを表や時系列などに整理
まとめ（結論） 知りたいことを尋ねる、報告書の作成、校正
発表・伝達 イラスト、スライド作成、校正
問題解決プロセスの検討 問題解決のプロセスを尋ねる

問
題
解
決

学習状況の把握、評価
個に応じた学習の実現

⽣成AIの体験や研修
提⽰資料や教材、プリントの作成

教
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活⽤の分類

⽣成AI等の科学的な理解

生成AIの活用事例の
分類例

多くの学習活動や校務は問題解決

活動と仮定した場合の分類例

2025年1月「生成AIパイロット校
成果報告会」のポスター発表から

高橋が手作業で分類
今後、さらなる精緻化が必要

情
報
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「人＋生成AI」で
よりよい成果を



生成AIに全てをさせるのはNG 

といった趣旨が多くのポスターに書かれているが、
自分の考えを持って主体的に考えるとは、
どうしたら良いのか？

高橋 純,高山 裕之,山西 潤一,黎明期における小学校での児童1人

1台PC活用の特徴,教育情報研究, 2020-2021, 36 巻, 3 号, p.3-14,

生成AI 一人一台端末活用

生成AIは結論を尋ねることが多い
情報の収集（事実）は、ほぼない

課題そのものを尋ねるケースもある

学習プロセスを意識して活用する



鹿児島大附属小学校
理科室の掲示

事実→考え

基盤となる学習過程

事実

考え

考え
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握
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援
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例）教師の指示や穴埋め型ワークシートで学ぶ

教師は、子供全員の学習履歴を要約して把握する

多くの子供が興味を持つだろう発問を一斉で行う

把握

支援・助言
把
握

支
援
・
助
言

例）子供一人一人が自分なりに主体的に学ぶ

教師は子供一人一人の学習履歴を要約して把握する

子供一人一人に合わせた学習支援や助言を行う
他者参照などクラスの他の子供の学習から学ぶ

AIが学習支援や助言を行うことも

他
者
参
照

子供一人一人にしっかりと力をつけたい

トークとチョークの時代 複線型→ 一人一台端末＋クラウド＋AIの時代

今後をどのように考えるか？



Horvitz, E et al.（2024）Advances in run-time 
strategies for next-generation foundation 
models, https://www.microsoft.com/en-
us/research/blog/advances-in-run-time-
strategies-for-next-generation-foundation-
models/

日本の医師国家試験の正答率98.2%

今後をどのように考えるか？

学習指導の方針として、

• テストで良い点を取る
• 受験を目指して学習指導する

→エビデンスといいながら

AIが発展し続ける時代に通用するのか？



AIがあっても、なくても変わらない
羅針盤を我々は持っている

愛知県春日井市立高森台中学校


